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　平成 18 年以降食育、子育てといったテーマ
を中心に 11 回フォーラムを開催しています。
ウイズコロナの時代に当NPO法人として何を、
どのようにして訴えていくか、事務局としても
議論を深めていきたいと思います。会員の皆さ
まもご意見をお寄せください。

　・こども夢コンサート（企画・協力　エリザベト音楽大学）
これまで35回開催。令和5年度は4回開催を
めどに大学、広島市の窓口と協議を始めます。

　・子ども音楽体験教室（企画・協力　広島文化学園大学）

これまで25回開催。令和5年度は4回開催を
めどに大学と協議を始めます。
　このプロジェクトの実施にあたっては、エネ
ルギア文化・スポーツ財団、マツダ財団、広島
信用金庫へ助成金、協賛金の申請をする予定
です。

　6ページで紹介している「カレーつくり大会」
事業。実行するのは難しい状況ですが、この事
業の狙いを広く知らしめる方法を考えていきた
いと思います。

　新型コロナウイルスの感染者が減少する気配が一向に感じられない現状では、ウイズコロナ、
コロナとの共生を考える時期に来ているのではないでしょうか。私たちはコロナ対策を徹底し、
万全の用意をして11月にフォーラム、こども夢コンサートと二つのイベントを開催しました。
　これからも状況を見ながらイベント展開を検討したいと考えています。

フォーラムの開催

子どものための音楽プロジェクト開催
カレーつくり大会の普及・啓発活動
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体験重視の子育てを
「子どもの育て方」フォーラムで論議

大石  一朗
　地域や家庭の教育力の低下が心配される
中、フォーラム「未来を担う子どもの育て方を
考える」が11月12日、広島市まちづくり市民交
流プラザで開かれ約80人が参加した。
　最初に「持続可能な地域社会総合研究所」
所長の藤山浩さんが基調講演。バブル経済や
東京一極集中がもてはやされた時代を振り返
り、自らの子育て体験に触れながら「競争・成
長から共生・持続へのベクトル転換が必要」
と訴えた。
　パネルディスカッションでは、中国新聞特別
編集委員の山城滋さんがコーディネーターを
務め、藤山さんをはじめ4人のパネリストが参
加した。
　「心豊かな家庭環境をつくる広島21」理事
長の岸房康行さんは、子どもたちによる「食農
体験」を通じて、感謝の心や道徳心が芽生え
たと説明。農村宿泊体験や地産地消運動の事
例を述べた。
　元小学校校長の東佐都子さんは、農作物を

子どもたちが栽培し、収穫する取り組みにつ
いて報告。工夫や試行錯誤の過程で、成長が
見られるようになったと話した。
　食べ物が口に入るまでの経路を知らない子
どもがいる現実を指摘したのは、日本農業新
聞論説委員長の鈴木祐子さん。「命を学ぶ
場」づくりの大切さを提唱した。
　藤山さんは基調講演を踏まえて、伝統行事
などが子育てに与える影響に言及。「地元は
一人一人の生きた姿を記憶し、未来へつなげ
るところ」と、地域全体の環境整備の必要性
を強調した。
　全体を通じて、物の豊かさや効率だけを追
い求めず、恵まれた自然や伝統をベースに、
子ども自身の体験を重視する視点が大事、と
いう主張が目立った。

（ＮＰＯ法人こころ21会員）

　今年1月に開催を予定していたフォーラムはコロナ禍のため中止しましたが、今回は参
加者の事前登録、当日の入場時には非接触型体温計を準備するなどコロナ対策を徹底
して開催しました。
　未来を担う子どもたちのために私たちには何ができるか、家庭や地域はどう向き合え
ばよいのかを3時間にわたって考えました。
　フォーラムの内容については会員の大石一朗さんと、講演者・パネリストの意見から
の学びを司会の木時寿子さんに寄稿していただきました。

フォーラムの開催

「未来を担う子どもの育て方を考える」
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フォーラムを終えて
木時  寿子

　日本は高度成長期の一極集中と付随した政
策により、地方の衰退、核家族化、少子高齢
化などが加速し、子どもたちを取り巻く環境は
大きく変わり、身近な大人の数が減少し、人と
の関わりの多様性が無くなっています。
　今回基調講演では、目の前の利益を求め、
流されてきたことによる問題点を教えていた
だきました。
　パネリストの皆さまには事例により、視る・
聴く・嗅ぐ・味わう・触る、この五感を使った
体験で、本や映像では分からなかった事を知
り、失敗も含め人は大きく成長することを教え
ていただきました。
　皆さまのお話は、実体験であるからこそ、そ
の景色が見えてきました。子どもたちも同じだ
と思います。大人の姿を見て子どもたちが
育っていくことの大切さを改めて教えていた
だきました。
　今、日本はIT後進国といわれその推進に力

を注ぎ、さまざまな場面で安心安全を求めす
ぎ、コロナ禍もあり、子どもたちが体験をする
ことができにくい社会となっています。
　こうした中で私たちにできることは限られる
かもしれませんが、今回のお話を心に留め、未
来を担う子どもたちの育ちに生かしていきた
いと思います。

（ＮＰＯ法人こころ21理事）

開催要領

・ 開催日時／令和4年11月12日（土）午後1時～4時
・ 場　　所／合人社ウェンディひと・まちプラザ
                  北棟6階マルチメディアスタジオ
・ 基調講演　
　 持続可能な地域社会総合研究所　所長　藤山　浩氏
・ パネルディスカッション
　 コーディネーター
      ・山城　滋氏（中国新聞社編集局特別編集委員）
　 パネリスト
　　・鈴木　祐子氏（日本農業新聞論説委員長）
　　・東　佐都子氏（元小学校校長）
　　・藤山　浩氏
　　・岸房　康行（心豊かな家庭環境をつくる広島２１理事長）

パネルディスカッション
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　こども夢コンサートは、　平成 25 年 2 月からエリザベト音楽大学の協力を得て保育園・幼稚園・児童
館などに出向き、子どもたちが生の音楽を身近に触れる機会をつくることを目的として実施してきまし
た。コロナ禍のため中断した令和元年12月まで10年間にわたり34回開催しています。
　新しい展開ができないかと模索していたところ、このたび同大学のご厚意によりセシリアホールをお
借りし、感染対策を十分に施した上で、11 月 21 日、流川こども園、広島女学院ゲーンス幼稚園の園児
など約180人を招き実施することができました。
　作品は声楽専攻 4年生の藤原　愛さんと糸賀里咲子さんが、子どもが楽しめる曲や音楽遊びを取り入
れて書き上げた、子どものためのミニオペラです。指導・監修は折河宏治准教授（NPO 会員）、志賀あ
か里さん（卒業生）のお二人です。

人魚姫と海のなかまたち
　  ～探そう！海のたからもの～

第35回　こども夢コンサート

舞台と観客席

全員写真
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糸賀  里咲子（声楽専攻 4年）
 　脚本制作は、世界観やテーマを子どもから大人まで終
始楽しめる 60 分になることを、常に心掛けました。ただ楽
しむだけでなく、道徳的な内容で、説得力のある、筋の通っ
た話になるような裏付けにもこだわりながら、制作しました。
　私たちは普段、大学で既に完成されている作品を演奏す
る、「再現芸術」を主に学んでいます。そのため、何かを自
分たちだけの知識で創り、それを大舞台で披露するという
ことは初の試みであり、毎日が試行錯誤の連続でした。大
学内での発表や公演ではなく、学外の方々からたくさんの
支援をしていただきました。私たち自身も、一人の学生で
ありながら、一人の音楽家としての意識と責任感をより一

層もち、失敗や中途半端な完成度は決して許されないとい
う、緊張感とプレッシャーを感じていました。
　その中で特に苦労した点を一つ挙げると、今回はかなり
出演者の人数が多かったので、アンサンブルの場面も多く、
その場面の演出の質を上げていく、という点です。この作
品の中で一番時間をかけた場面は、アンサンブルが全員登
場する、アンダー・ザ・シーでした。この場面は、踊りなが
ら歌うといった、ミュージカルの一場面であり、声楽専攻の
中には運動が苦手、ダンス未経験のキャストが多かったた
め、動きを揃えるのに時間がかかりました。
　キャスト一人一人が努力をした結果、華やかな舞台にす
ることができたと感じています。

　昨日（11月21日）はこども夢コンサートを鑑賞させてい
ただきありがとうございました。感動して涙を流す子や、家
庭で「楽しかったよ！」と話す子、クラゲのまねをしたりし
てコンサートごっこを楽しむ子など、それぞれにとても楽し
んでいたようでした。
　保護者の方からも、「コロナ禍でコンサートに行ったこと
がなかったから貴重な体験をさせてもらってうれしいです」
などの声があり、大好評でした。ほんとうにありがとうござ
いました。
広島女学院ゲーンス幼稚園　年中うさぎ組担任　白石恵史

園児を見送る出演者

藤原　愛（声楽専攻 4年）
　「子どもも大人も楽しめる作品にしたい」という思いから
二つのことを主にこだわりました。
①脚本制作
子どもにさまざまな音楽を楽しんでもらうため、クラシッ
クや子どもの間で流行っている曲や最近の子ども向けの
番組などから曲を取り入れました。また、温かみのある
ゆっくりした曲も加えることで、子どもたちが音色や歌
詞に耳を傾け、いろいろな音楽に親しみを持てるような
きっかけになればという思いをこめました。さらに今回
の物語に沿うよう、一部をオリジナルの歌詞にし、子ど
もたちが物語に入り込みやすくなるよう心掛けました。
「勇気・希望・愛」など道徳的な部分を取り入れつつも、
お堅い作品にならないよう所々に笑えるような部分を入
れたいと考えていました。しかし想像以上に難しく、組
み込むのに苦労し、さらにそれを表現するということも
大変だと実感しました。

②世界観
海の中という非現実の世界を、子どもたちが想像を広げ
られるような空間作りにこだわりました。例えば、魚の
動きに似せることや、手には手作りのヒレをつけて、魚
らしさを表現することなどです。さらに舞台上にポンポ
ンを飾るなど装飾を施し、音や音楽だけでなく視覚的に
も海の中にいる感覚になるようこだわりました。また、
作品全体の統一感をだすために、一つの曲を編成や雰
囲気の変化や、転換時に流すなど何度か同じ曲をテー
マ曲のように組み込みました。それにより、この作品の
世界観をより強調できるのではないかと考えました。

　多くの協力や支援のおかげで、私自身やこの公演に関
わったすべての学生が普段の大学生活では味わえないたく
さんの貴重な経験ができたと思います。学生を代表して心
よりお礼申し上げます。

脚本・演出にあたっての苦労、留意点など

お礼のコメントをいただきました

お二人ともエリザベト音楽大学大学院に進学される予定です。ご活躍をお祈りします。
◆ 藤原　愛さん　音楽学専攻（音楽教育学）　　◆ 糸賀 里咲子さん　声楽専攻
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◆ 大人は口を出さず手を出さず。
◆ 便利は人を育てない。
　　不便体験で「たくましい、利口な子ども」
      を育てよう！

　こうした標語を開催パンフレットで参加者へ伝
えた。以下は「大芝学区大会」のパンフレットから。

　大人は子どもの力を信じて、見守ってやって
ください。できるだけ、手伝い・口出しを抑えて！ 
　カレー作りでは薪割りから飯ごうでご飯を炊
くところからおこないます。上級生が下級生の
面倒を見ながら、それぞれの役割を果たして完
成させます。食事が終わったら自分たちが使っ
た食器や道具をきれいに洗います。保護者の
方々はできる限り手を出さないよう子どもたち
主導でお願いします。

　実施にあたってはノコやオノ、包丁、火おこし
が関係する。どれも、ケガをする恐れはある。
　昨今の子育てにあたっては、まず「アブナイ、
アブナイ」が先にあるのではないか。大人が責任
から逃れるために危険性のあることは何もさせな
いのでは子どもは育たないと思う。
　大きなケガをさせたくないなら、切り傷などの
小さなケガを体験するのもいいのではないだろう
か。もちろん、ケガがないに越したことない。

　最初は 2007 年に舟入学区で実施。それを基点
に大芝学区、山本学区、そして、東広島市のアク

アフェスタという事業の中でも実施され活動の輪
が広がる。
　2020年 4月には広島市教育委員会より、「広島
市育成指導員　研修会」でカレーつくり大会の
狙いや実施方法の講義の依頼を受けて実施しよ
うとしていたが、コロナの影響で研修会が開催さ
れずその機会を失った。その後については、2022
年まで引き続きできない状況が続いている。
　また、佐伯警察署管内補導協助員連絡協議会
からもカレーつくり大会を企画したいので協力
を、といわれながらコロナの影響でこれも実施す
ることができていない。
　活動は中国新聞、日本農業新聞などの紙上で
も好意的に紹介されている。

　活動に対する評価は高いが、丸太の手配、実
施するための機材の保管・運搬などについては
私たちの法人の力だけでは難しい状況となって
いる。
　今後はこの狙いが評価できるのであれば、行
政により「人間育成教育実習」として制度を確立
してほしいと考えるが、やっぱり無理だろう。だ
からこそ NPO 組織が頑張らなくてはならない。
若き仲間を求めたい。

NPO法人こころ21　副理事長・事務局長　金子　敏郎

カレーつくり大会から学ぶ!!

　10 年以上にわたって続けてきたカレーつくり大会もコロナ禍でなかなか人が集まること
ができず、2020年から中断せざるをえなくなった。
　久々に、この活動の狙いなどを振り返り整理してみた。

大会にあたってつくった標語

開催の危険度

この活動の評価

今後の課題
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広島信用金庫　相談役　坪井　宏
（NPO法人こころ21監事）

　広島信用金庫では、地域の皆さまの快適で心豊か

な暮らしづくりのお役に立ちたいとの願いを込めて

地域貢献活動に取り組んでおります。

　おかげさまで、春秋年二回開催する「日本画展」

や日本を代表する能楽師をお招きして毎年秋に開催

する「ひろしま平和能楽祭」、またスポーツ関連では

「広島市ママさんバレーボール大会」や「広島市親

善ゲートボール大会」など、皆さまのご協力を得て、

多様な行事を長きにわたって実施させていただいて

まいりました。

　若い方たちに参加いただく行事としましては、古

典芸能に気軽に親しんでもらいたいとの思いで高校

生を対象にご招待しております「青少年のための能

楽鑑賞教室」や県の西部地域の小学生の野球チーム

を対象とした「広島県西部少年野球広島信用金庫旗

大会」（以下、「少年野球大会」）などがあります。

　特に「少年野球大会」は、青少年の健全育成を目

的として平成４年3月から継続開催しており、今年で

31回目を迎え、これまでの参加チームは約1,100チー

ム、参加いただいた選手は約23,000人にものぼりま

す。少し自慢ですが、その中には、ソフトバンクホー

クスの柳田悠岐選手をはじめ、元テキサスレン

ジャーズの有原航平選手、広島東洋カープの中村奨

成選手、当時は野球少年であった陸上短距離の山縣

亮太選手、最近で言えば元広島東洋カープの前田智

徳氏のご子息である前田浩由選手と前田晃宏選手の

ご兄弟などがいらっしゃいます。

　そして、特筆すべきは、当法人の岸房理事長のお

孫さん吉田元選手（現東洋大学野球部）にも名を連

ねていただいていることでしょうか。大きく巣立って

いかれる背中を見るにつけ、サインをいただいてお

けばよかったと後悔する日々でもあります。

　地域に根差したさまざまな取り組みの継続によっ

てこうしたご縁が広がり、少しでも地域に貢献する

ことができればこの上ない喜びとなります。

　引き続き皆さまのご理解とご協力、よろしくお願

いいたします。

広島信用金庫の地域社会貢献活動
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NPO法人こころ21の活動を応援しています!!
医療法人社団

いでした内科神経内科
クリニック

葬儀・法要のご相談、ご用命は

株式会社  玉  屋
ドローン空撮から印刷全般

株式会社  徒然社
街のフレンドリーバンク

広島信用金庫

作った分じゃけ、うまい」などと返事がよくあり
ます。
　ではどうして、自分の作ったものはおいしいと
言うのでしょうか。それは、食べるまでの過程を
自分でこなしているからに違いありません。
　食事を出前で食べるのと自分で作って食べる、
どちらがおいしいかということです。
　ところが、出前でなんでも済むようになると、
作る喜び、作り上げたという達成感など、人が喜
ぶ要素をお金の動きに奪われてしまっているので
はないでしょうか。
　やはり、家庭で食べる味は作る過程も体験して
からのもの。それだからこそ、「おいしい」を感じ
るのかと思います。
　「過程も家庭も大切です」（金子語録より）

（金子 敏郎）

今号の記事から-2
　フォーラム開催で経験の大切さを、音プロで生
の音楽体験を、カレーつくり大会は実施できない
が体験についての記事が主体でした。原稿を通し
てみて、共通する部分は体験・経験ででした。
　今の世の中、金の動きという要因が大きく注目
され、欲求があればいかに満足させるか、その方
法論を経済論的・経営者の利益的に探しているの
でしょうか。例えば、食べ物の「出前」で考えて
みます。今は「フードデリバリー」と言うらしい。
例えばウーパールーパー、出前館、Uber Eatsな
どなど。経済の動きで見ると、新しい業態が発生
しお金の動きが大きくなり、GDPの拡大に貢献し
ているのでしょうか。（GDPが拡大すれば防衛費
も増額になる）
　さて、カレーつくり大会が終わって、子どもた
ちに「おいしかったか？」などと問えば、「自分で

　今回は皆さんの勢いある、思いのある文章をそ
のまま掲載することにしました。
　皆さまに執筆者の「思い」を感じていただけばと
思います。

（野坂 忠守）

今号の記事から-1
　これまでの会報作成にあたっては、文章表現を
「です、ます」調にしてきましたが、今回はたくさ
んの方から原稿をいただき書き方もさまざまでし
た。

・秋の叙勲（11月3日発表）　瑞宝小綬章　黒川　浩明さん  （元広島市収入役）　
・高齢者叙勲（12月1日付）　下村　重円さん  （元広島市議会  事務局長）　

おめでとうございます。

編集後記


